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山のグレーディングの現状と課題

1．“信州山のグレーディング”作成の経緯

2．“信州山のグレーディング”のコンセプト

3．山のグレーディングの現状と課題

4．遭難減少の取組みの考察



■ “信州山のグレーディング制定前後の遭難状況

◆ 150～200人/年前後で推移していたが、2010年から急激に増加（登山者推定70万人）
◆ 2013年、山岳遭難事故対策検討会設置し、対策検討
◆ 2014年、“信州山のグレーディング”含む対策実施
◆ その後、増加は止まったが、高止まり状態が継続
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信州登山案内人条例制定

長野県山岳協会が長野県山岳総合センター指定管理者

7月 登山者アンケート調査

10月 山岳遭難防止対策検討会（座長：節田重節氏）

6月 信州山のグレーディング発表

8月 中央日本四県会議で山のグレーディング呼びかけ

遭難者アンケート

信州山の日制定

10月 美ヶ原登山体力セルフチェック（第1回）

12月 長野県登山安全条例制定

（色付きは長野県山岳総合センターの動き）

2015年 H27

4月

表1　　”信州山のグレーディング”制定前後の動き

2012年

2013年

H24

H25

2014年 H26

9月



２０１３年 登山者アンケート調査

実施時期 ２０１３（平成２５）年7月～9月
実施場所 県内主要山域 １６カ所
対象数 ４６６人

主な結果
１．登山者の３割が登山経験２年未満

２．登山の目的で最多は
“自然に親しむ”で ７４．５％

２番目“景色を見る” ６０．７％

３番目“頂上に登る”５６．９％



山岳遭難対策検討会の提言（抜粋）

1．情報提供と意識啓発 ・山岳ルート別難易度の作成・周知
・「コンパス」の周知
・山岳総合センター講座の広報

2．山域での直接指導 ・観光エリアとの境界表示
・遭難リスクマップ
・夏山常駐パトロール隊の巡視・指導の充実

3．環境整備 ・登山道の整備
・夏山診療所の支援拡充

4．実施体制 ・遭対協組織見直し
・関係団体・企業との連携
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体力度：
そのルートを登って帰ってくる間に
消耗するエネギー量を
１０段階に区分

技術的難易度：
そのルートの地形的な特徴に
着目し、けわしさを５段階に区分

“信州山のグレーディング”
作成：長野県山岳総合センター
監修：長野県山岳遭難防止対策協会
2014（平成26）年6月発表

2015（平成27）年以降、実施県が拡大
2024（令和6）年現在、10県・2地域に拡大

体
力
度

技術的難易度

■ 山のグレーディング
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年 齢

登
山
歴

遭難者の年齢と登山歴
長野県警地域課の協力を得て、長野県山岳総合センターが
2014（平成26）年7月2日～9月3日までの遭難者83人にアンケート調査をし、74人回答。

60歳以上・登山歴10年以上
（いわゆるベテラン32名の様相）

・「健康は良好」が83%
・「トレーニングをしている」は94％

ウォーキング」が最多（63％）
・「年間登山日数」は約25日
・「コースタイム通りに歩ける」は66％
・「同世代より体力があると思う」は75％
・「力量は妥当」が78%

事故後の反省として・・・
・「体調・体力が足りなかった」が58％

衰えを自覚しな
い登山者！！

２０１4年 遭難者アンケート調査



登高能力と「信州山のグレーディング」の対比

「マイペース登高能力テスト」の結果と、「信州山のグレーディング」を対比させないと自
分の体力にあった山がどれなのかわからない。メッツという単位を使って対比させる。
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易しい

登山ルート

６メッツ程度

厳しい

登山ルート

８メッツ程度

一般的な

登山ルート

７メッツ程度

ランク 時間 メッツ

Ⅰ
1時間15分以内
（500m/h以上）

８メッツ程度

Ⅱ
1時間30分以内
（410m/h以上）

7メッツ程度

Ⅲ
1時間55分以内
（330m/h以上）

6メッツ程度

Ⅳ
1時間55分以上
（330m/h未満）

6メッツ程度
未満

「美ヶ原」の例
体重の10％の荷物で歩いた場合

■ 山のグレーディングと登高能力（運動強度）の対比



今の力量にあった山に行く

体力・知識・技術・経験
判断力

登山中の状況判断 etc.

事前の準備

自分（たち）の力量 天気

ルートの険しさetc.

山の難しさ

積雪状態

自分（たち）の力量が勝った山を選び
きちんと準備して山に出かける！！

登山中は、常に自分達の力量が勝る方向に判断する
こうすれば、遭難に遭いにくい
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山のグレーディング 10県・2地域（2024．7現在）

A B C D E 合計

長野県 2014年6月 10年1ヶ月 78 10 59 34 18 2 123

新潟県 2015年5月 9年3ヶ月 87 40 40 26 7 113

山梨県 2015年5月 9年3ヶ月 102 65 35 14 8 1 123

静岡県 2015年5月 9年3ヶ月 75 35 28 6 10 3 82

岐阜県 2016年3月 8年5ヶ月 31 28 17 26 3 1 75

群馬県 2016年8月 7年11ヶ月 81 36 33 22 2 93

栃木県 2017年7月 6年12ヶ月 89 61 34 6 1 102

山形県 2018年4月 6年4ヶ月 94 54 38 6 4 1 103

秋田県 2019年3月 5年5ヶ月 31 9 19 5 33

富山県 2020年4月 4年3ヶ月 67 11 40 29 5 7 92

 石鎚山系 2023年3月 1年5ヶ月 17 10 31 9 50

祖母 傾 大崩 山系 2024年2月 0年5ヶ月 30 2 26 25 10 63

782 361 400 208 68 15 1,052

実施県・地域 公開年月 公開期間 対象山座数

ルート数



山のグレーディング 効果と実際

実施県・地域 期待効果 効果 効果具体的（抜粋）

長野県
遭難事故減少;観光誘客

登山者分散；他県への拡大
あった

公開後、（遭難件数）10年間頭打ち状態。

10県２山域まで拡散、HPアクセス増加

新潟県 遭難事故減少; あった 活用セミナーアンケートで７～８割が知っていると回答

山梨県 遭難事故減少; わからない 山岳遭難件数（山梨県）（Ｈ２８：１４９件、Ｒ５：１４５件）

静岡県 遭難事故減少; わからない 安全登山セミナー（オンライン）視聴回数約1,700回

岐阜県 遭難事故減少; あった 人気の印刷物、観光案内所等でも問い合わせが多い

群馬県 遭難事故減少;観光誘客; あった グレーディングリーフレットの需要が高い

栃木県 遭難事故減少; わからない
ホームページアクセス数

　令和５年1,008件/月、令和６年775件/月

山形県 遭難事故減少;観光誘客; あった ホームページアクセス数：年600,000PV

秋田県 観光誘客; わからない

富山県 遭難事故減少; わからない ・登山用品店で配布したところ好評であった

 石鎚山系 遭難事故減少;観光誘客; あった 一定の補充希望があり、改訂のうえ20,000部増刷した。

祖母 傾 大崩 山系 遭難事故減少;観光誘客; あった
イベントで一番にグレーディングマップがなくなる。

店頭配布で想定上回る補充必要；九州で初めて



山のグレーディング 課題

実施県・地域 課題 課題具体的

長野県

活用状況把握;

人気ルートの変化;

登山者の変化;

若い人・経験短い人・頻度少ない人認知度低い

SNS情報や地図アプリで計画するビギナー登山者が増えている

新潟県 活用法も含め引き続き周知が必要。

山梨県
人気ルートの変化;

ルートの荒廃;

技術や体力不足、道迷いやケガなどを原因とした救助要請があ

まり減っていない。

静岡県
活用状況把握;

グレーディングの更新;

・どの程度活用されているか把握が出来ていない

・更新が必要か、判断が出来ない

岐阜県 グレーディングの見直し; 見直しを、隣県と共に検討する必要性を感じる。

群馬県 ルートの荒廃;

栃木県 活用状況把握; 実施の登山計画に活用されているか把握できない

山形県
活用状況把握;

ルートの荒廃;
・グレーディングの認知度を把握できていない

秋田県 ルート数が少ない; 観光部局とともに山々のPRをする必要性がある

富山県 ルートの荒廃; ・ルート状況の変化（崩壊や荒廃）に合わせた更新

 石鎚山系 活用状況把握; ルート状況の把握。

祖母 傾 大崩 山系 活用状況把握;
グレーディングの認知度把握。

グレーディング設定登山ルートの継続的な状況把握。



山のグレーディング アンケートのまとめ

拡がり 10県、2地域、783座、1,052ルート

期待効果

実際の効果 あった：7 事故増加せず：1　リーフレットが人気：6

わからない：5 事故減らない　など

課題

遭難減少：11　　観光誘客：6　　その他：他県に拡大

人気ルート変化・ルートの荒廃などに対応

活用度の把握

遭難減らない

◆ 山のグレーディングは、10県・2地域に拡大
◆ 遭難減少の効果は明確でない
◆ 観光誘客の効果はありそう
◆ 維持・更新が課題



山のグレーディング 長野県の状況

◆ 2019年まで増加は抑えられた
◆ コロナ禍後、急増
◆ 昨年最多を更新、今年度は更に増えそう
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この夏 長野県の状況1（9月4日信毎）



この夏 長野県の状況2（9月4日信毎）



南アルプスの何が際立つのか

◆ 登山届は、4.8％だが、事故発生率は1．3％

◆ 関係者の証言
・南アルプスに登る人は、経験者が多い（元救助隊長）

・山が深いのでそれなりの準備をしてくる（県警山岳安全対策課）

・熟達者も経験浅い人もいるが、体力に自信ある人多い（救助隊長）

・雪・花・岩を写真に撮りたい人は、北アルプスに行く（山岳関係者）

北アルプス 51.3 51.4

中央アルプス 8.5 13.4

南アルプス 1.3 4.8

八ヶ岳 17.9 16.1

その他 21.0 14.3

件数比

（2024.1.1～9.1)

登山届比

（2022年）



遭難減少への取組みの考察

◆ 遭難を減らすには、多種・大量の対策必要

◆ 登山者の多様化は、一段と進んでいる

◆ 今の登山者の意識・行動調査が必要

◆ 今の登山者に伝わる方法で

「自分の実力にあった登山」を伝える



END
ご静聴ありがとうございました
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登山中のエネルギー消費量（ｋｃａｌ） を 計算する式の一部を使用

１．８×行動時間
（Ｈ） ＋

０．３ × 歩行距離
（ｋｍ）

＋

１０．０ × 登りの標高差
（ｋｍ）

＋

０．６ × 下りの標高差
（ｋｍ）

×

体重
（ｋｇ）

＋

荷物
（ｋｇ）

（ ） （ ）

（中原ら：登山医学 26巻 2006）

左の（ ）の数値が、ルート定数
ルート毎のルート定数を計算し、それを１０段階に区分して、縦軸にしている

■ ３．安全登山のすすめ ② Ⅰ 山のグレーディング -2

縦軸：体力度の決め方



長野県山岳総合センター
所在地 大町市 （鷹狩山山麓 大町山岳博物館の横）
設立 １９６９（昭和４４）年

２０１２（平成２４）年度から長野県山岳協会が指定管理者
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